批評家 • 作家 • 劇場 人 



1 干 田國士 



最後の 締めく くり をす る 順番 だが、 以上、 小 林、 真 

船、 千 田 三 氏の 文章 を 読み 了って、 先づ 第一に 感じた 

こと は、 僕 自身の なかに ある 三つの 傾向が、 はっきり 

分裂して、 次ぎ 次ぎに 「走り」 出した 姿に 似て ゐ ると 

いふ ことであった。 

ところが、 これ はなに も、 僕に 限らず、 誰でも、 創 

造の よろこび を よろこび とする 芸術家と して、 一 旦演 

劇と いふ 迷宮に 入る 以上、 この 三つの 傾向が 時に より、 

場所に 応じて 頭 を もたげて 来る のではなかった かと 思 

ヽ o 

小 林 氏 は、 なるほど 「演劇」 の 実際に は 関係の ない 



「演劇と はなに をお いても 先づ 文学で なければ ならぬ 

とい ふこと が、 近代劇の 最大 性格 だと 考 へて よい」 と 

いふ 小 林 氏の 言葉 は、 真 船 氏の 「今日、 われわれの 云 

ふ 戯曲と いふ もの は、 あくまでも 第一義の 文学で あつ 

て、 いかなる 意味に 於ても 決して 劇場 台本で はない」 

とい ふ 言 葉と 共通した 意 味 —— 寧 ろ 信念 を 含んで ゐる _ 

これ も 実は、 ひと 通り 議論ず みの 問題で、 劇場 人に 

云 は せれば、 はい さう です、 では 済まされぬ だら う。 

千 田 氏が、 一 方、 戯曲の 指導 性 (？) を 認めながら、 

なほ かつ、 戯曲の 「文学 性」 ならぬ 「舞台 性」 乃至 「劇 

場 性」 が、 社会的 条件に よって は、 戯曲 家の 創造 精神 



ロザ イツ ク である ことに 好まし からぬ 意味が あると す 

れば、 戯曲 も、 悪い 意味の リ テラ チュウルであって は 

困る ぐら ゐ のこと は 誰でも 気が つ いて ゐる 害で あるが、 

今の 時代 は、 往々、 そんな こと を 云 ふの は 野暮で、 危 

険 なの だから 実に 厄介 千万で ある。 真 船 氏の 「戯曲と 

舞台 は 別の 世界 だ」 と 主張す る 意図 はよ くわ かるし、 

それ を 真 船 氏 ほどの 人が 云 ふの だから 面白い ので あつ 

て、 僕の 観る ところでは、 同氏の 作品 は あらゆる 意味 

で、 甚だ 舞台 的な ので ある (これが 今日の 氏の 強味 だ)。 

千 田 氏 は、 これと 観点 は 違 ふが、 劇作家の 演劇 運動へ 

の 参加 を 要求し、 劇作家が 文学へ 逃げ込んで ゐ るから、 



けた。 それ を 今度 本に する から 暇が あったら 読んで 下 

さい。 

映画の 話 も 出た が、 今日の 西洋 映画 は、 以上 述べた 

やうな わけで、 スクリ インに 現 はれる 俳優の 表現 能力 

が、 ある レベルに 達して ゐ ると いふ だけで、 日本の 新 

劇よりも 数等 「演劇的」 である こと を 指摘す るに 止め 

よう。 ( 一 九 三 六 • 九) 
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